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2026年診療報酬改定～病院薬剤師～

衣笠病院グループ
理事 武藤正樹
よこすか地域包括推進センター長



社会福祉法人日本医療伝道会 衣笠病院グループ

衣笠病院グループの概要

■神奈川県横須賀市（人口約39万人）に立地

■横須賀・三浦医療圏（4市1町）は人口約70万人

■衣笠病院許可病床198床 ＜稼働病床194床＞

■病院診療科 ＜〇は常勤医勤務＞

〇内科、神経科、小児科、〇外科、乳腺外科、

脳神経外科、形成外科、〇整形外科、〇皮膚科、

〇泌尿器科、婦人科、〇眼科、〇耳鼻咽喉科、

〇ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、〇放射線科、〇麻酔科、〇ホスピス、東洋医学

■病棟構成

DPC病棟（50床）、地域包括ケア病棟（91床）、回復期リハビリ病棟（33床）、ホスピス（緩和ケア病棟：20床）

【2021年9月時点】
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■併設施設 老健（衣笠ろうけん）、特養（衣笠ホーム）、訪問診療クリニック 、訪問看護ステーション
通所介護事業所など
■ グループ職員数750名
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•薬剤情報連携
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•ポリファーマシー



入院・外来医療分科会
2025年7月17日



病院薬剤師について

①従事者数

②病院薬剤師業務の評価

③タスクシフト/シェア



①従業者数



薬局薬剤師は
病院薬剤師の4倍



東京
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②病院薬剤業務の評価



7倍の格差
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③タスク・シフト/シェア
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パート２
薬剤情報連携

①退院時

②入院時以外



①退院時









②入院時以外





パート３
ポリファーマシー























まとめと提言

・足りない病院薬剤師
・病院薬剤師は病棟業務、外来業務で評価
されている
・病院薬剤師は患者安全、医師の働き方改革
に貢献
・病院と薬局の薬剤情報連携が重要
・ポリファマシー対策が依然として重要



2025-2040
変わりゆく医療のアウトライン

• 2025年から2040年

へ向けての改革プラン

を概観する！
・地域医療構想、医療DX

・働き方改革、かかりつけ医

・医師偏在対策、少子化対策など

・ポスト2040年も予想

・医学通信社より、

2025年7月発刊

・2色刷240頁、2600円



ご清聴ありがとうございました

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健、在宅クリニックを
担当しています。患者さんをご紹介ください

本日の講演はホームページ上で公開しています。
以下をクリックしてご覧ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp
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クラウド型電子カルテの課題と普及

衣笠病院グループ
理事 武藤正樹
よこすか地域包括推進センター長



社会福祉法人日本医療伝道会 衣笠病院グループ

衣笠病院グループの概要

■神奈川県横須賀市（人口約39万人）に立地

■横須賀・三浦医療圏（4市1町）は人口約70万人

■衣笠病院許可病床198床 ＜稼働病床194床＞

■病院診療科 ＜〇は常勤医勤務＞

〇内科、神経科、小児科、〇外科、乳腺外科、

脳神経外科、形成外科、〇整形外科、〇皮膚科、

〇泌尿器科、婦人科、〇眼科、〇耳鼻咽喉科、

〇ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、〇放射線科、〇麻酔科、〇ホスピス、東洋医学

■病棟構成

DPC病棟（50床）、地域包括ケア病棟（91床）、回復期リハビリ病棟（33床）、ホスピス（緩和ケア病棟：20床）

【2021年9月時点】
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■併設施設 老健（衣笠ろうけん）、特養（衣笠ホーム）、訪問診療クリニック 、訪問看護ステーション
通所介護事業所など
■ グループ職員数750名
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目次

•パート１
•オンプレミスからクラウド型へ

•パート２
•クラウド型電子カルテの標準化

•パート３
•電子処方せん、電子カルテの目標設定



パート１
オンプレミスからクラウドへ





オンプレミス
は高つく・・









パート２
クラウド型電子カルテの

標準化



API連携
Application Programming Interface

異なるソフト
ウェアやシステ
ム間でデータや
機能を共有する
ための仕組み













標準型電子カルテ
α版











HL7FHIR



標準型電子カルテα版
画面構成

















パート３
電子処方せん、電子カルテ

の目標設定























紐づけミスで
異なる医薬品が表示







まとめと提言

・標準型電子カルテはクラウドネイテイブ
・クリニック・中小病院からα版導入から
スタートする
・レセコン、オンライン資格確認システム
全国医療情報プラットフォーム、外注検査
等のAPI連携を実施
・データコードの標準化がポイント
・2030年が目標年



2025-2040
変わりゆく医療のアウトライン

• 2025年から2040年

へ向けての改革プラン

を概観する！
・地域医療構想、医療DX

・働き方改革、かかりつけ医

・医師偏在対策、少子化対策など

・ポスト2040年も予想

・医学通信社より、

2025年7月発刊

・2色刷240頁、2600円



ご清聴ありがとうございました

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健、在宅クリニックを
担当しています。患者さんをご紹介ください

本日の講演はホームページ上で公開しています。
以下をクリックしてご覧ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp
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